






















































16歳～ 19歳対象 DP （Diploma Program ： ディプロマ ・ プログラム）
11歳～16歳対象 MYP（Middle Years Program：中等課程プログラム）





































































要求される 知識と技能 の理解に問題点が見られ， 援助を受けても， 通常の状況下でそれらを応用することが
できない。
3
要求される 知識と技能 の理解は限られ， 援助を受けなければ， 通常の状況下でそれらを満足に応用すること
ができない。
4 要求される 知識と技能 を全般的によく理解しており， 様々な状況下でそれらを応用することができる。
5 要求される 知識と技能 を一貫して， 完全に理解しており， 様々な状況下でそれらを応用することができる。
6 要求される 知識と技能 を一貫して， 完全に理解しており， より幅広い状況でそれらを応用することができる。
7
要求される 知識と技能 を一貫して， 完全に理解しており， より幅広い状況でほぼ間違いなくそれらを応用する
ことができる。
（出典：：加藤学園暁秀高等学校・中学校「Bilingual Course　MYP　Handbook」p. 39から作成）

























6 全般的に， 生徒は独創性と洞察力 を示している。



























































































































文章を採点する際，「メッセージの伝達と構成（Message and Organization）」と 「文体と言語の使






































































































注⑴ Approaches to Learning, Community Service, Health and Social Education, Environment, Homo Faber (Man 
the Maker).
　⑵ 基礎学力・標準性・知識量 /知識操作の速度など。
　⑶ 生きる力・多様性 /新奇性・意欲 /創造性・個性など。
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